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出の能率を低下させ

2. 貨物通路

る結果となるから ~ E:Zμ~勿00'//0仰

通路聞は舗装するこ ~+ ↓B・ I . ~ 
とが必裂である。舗 図-A 一方温行の甥合
装は貨物輸送能率高 a 

上に役立合とともに， ιd ~d勿勿勿勿勿勿勿'i"Æal

貨物f1t卸場付近を治 二;: 18 ~ヱ 8 , 

潔に保つこともでき
回一B 行主うの場合

るから，貨物通路は

舗装するのが原JlIIと

なっている。また通

路聞は一方に傾斜を

つけて|降雨や路面水

洗の場合の排水に{史 回一C 会よ

利なようにし，担|水設備をと くに良好にする ことが必要である。

貨物通路の師員は貨物取扱数;出:の多鉱，貨物ft(仰場の配列方に

よ っ て巣なるが， 貨物取扱設備隊i停ではつぎのように定めてい

る。

当該通路貨物巡搬数量 幅員

片側&(在II J揚阿古!u獄卸場

年|悶 3 ，000 t 未満 5m 

10,000 t " 7.5 

100,000 t " 10 15 m 

200,000 t " 13 18 

200,000 t 以上 15 以上 20 以上

貨物通路の高さは貨物ホ ー ム聞と小迎搬111の床聞との高さが

できるだけ同一であることが望ましいので，設耐iì際準では貨物

ホームにそう 部分においてつぎのように定められている。

. ~ ~ さ

主として貨物自動車使用の場合 ホーム而下 90-100cm 

主と して荷馬車使用の場合 ホーム岡下 60- 90cm 

道路との取付勾配(こうばい)は地形上やむをえない場合は土
唱 10

を限度として適当に定めることができるが，原則としてよより
25 

ゆるやかでなければならないことに定められている。(近藤正弘・

村田政人)

かもつつきそいにん 貨物付添人 巡送途中における貨物の

看守 ・ 保護等のため，荷送人が貨物に付き添わせる人を貨物付

添人という。 付添人を付すべき貨物， 付m人料の前日求権， 付添

人十l 貨物の鉄道の免武等が鉄道巡輸m程で定められており ， こ

れにもとづき国鉄では貨物運送規J'lIJにこれを定めている。 すな

わち貨物付添人の乗車箇所は当該付添貨物を際放した貨車かま

たはJI1掌I同事指定された箇所とな っている。貨物付添人には荷

送人が義務的につけるものと，任意によりつけるものとがあっ

て前者は無料，後者からは付添人料(ホ貨物緒料金)を収受する。

初送人が義務的につけることにな っ てい る貨物およびその付添

人の員数はつぎのとおりである。

貨物の極類 付添人の員数

1 馬

2 巡送途中において絞換を裂

する動物で容慌を用いないもの

3 死体(学術研究 ・ 犯罪捜査

または紋判鑑定用の死体および囚

人の死体を除く)

4 活魚車に よ り 運送する魚介

1 口またt主 l ヰ工ごとに

l 人

同 1 人

l 口ごとに 1 人

奴および動物

5 咋I極の鉄道車両(私有1型車

を除 く )

6 前各号以外の貨物で， 運送

中特殊の管理lを必要とするため，

同 2 人以内

措韓関111は 111l ， その他

は20il4h までごとに 1 人

と くに国鉄が付 添人を請求するも 1 口または 1 J1lごとに

の。 1 人 (llì森紅樹)

かもつつみおろし う けおいさぎ よ う 貨物積卸請負作業

小口貨物の発着以または中継駅における貨車への寝泊1I作業は，

鉄道の負担で行うことになっているが，作業の状態 ・ 袈貝の事

情等の関係で， 鉄道が直営するよりも部外に務負わせた方が よ

い場合がある。この告11外に請負わせて行う僚卸作業を貨物自主卸

諮負作業 と いう。国鉄ではその作業の範凶 を請負業務処理規程

中につぎのように定めている。

1 発送 ・ 到着または中継にかかる貨物の貨車積込または取

在11作業

2 シ ート ・ ロープその他の貨車積付問品の貨車紋込または

収監11作業

3 自 iJ各号の作業に付帯する運搬その他の作業

&t倒lに伴なう巡搬作業の範囲は， 諮負とした駅の作業実態に

もとづいて定める必嬰があるので，その駅の駅長がこれを指定

することになっている。

貨物般的l作業務負釈は現在 1 ，546 駅で貨物取扱駅の 40 % を占

めている。 (í!l森直樹)

かもつつみおろしせん貨物積卸線 (英)freight siding 貨

物航在IIJ;誌にそって設けられた線路で， これに貨111を入れて， 貨

物の般的lを行 うためのものである。

鎖倒似の中心と級制JlJ，)縁端間の距離は建設規程ではl ，560mm

と されているが現在

では111両限界いっぱ

いの車問が作られて

いないのでl ，400 mm

ま で縦少することに

なっている。有効長

は少なくとも 隙飼l場

の長さと同等以上を

必裂とする。 1 貨物絞卸線(悔図駅)

r.a在11の用途によ っ てっき.のように呼ばれているい貨物般的l

i劫)。

小口積卸線 小口敏，宅扱貨物を積釘lするホームにそ った線

路。

車扱積銅線 111扱 ， 小口混11主を絞在日するホームにそ った線路。

直扱線 t:~111 と トラッ !l ， 荷馬車等の聞で直接貨物を絞釘l

できる ように設けられた線路。

荒 前 線木材， m柱， 竹材，石材等の穆t在11に使用する線路。

散f.Ií(ばらに)線 砂利，砂， 石炭等の君主主11に使用する線路。

家*線 馬， 牛等家予告のli't卸に使用する線路。

pif. ~t 線鮮魚類の獄卸に使用する線路。

ク レー ン線 重:@:品の僚主11のためにクレー γを設けてある線

路。

中継貨物積卸線 中継ホームにそった線路。

?走者奇線， i技術似のうち特殊の貨物の専mに使用するものには

貨物の組頗により砂利線， 石炭線，木材線，鉱石総等と呼ぶも

のがある。 この場合はft(込 ・ 取在11についてほとんどクレー ン ，

ホ ッパ等の特殊設備を設けてある。

税制l事長に隣接してこれに並行に設けられた線路を貨物積卸補
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